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晩春の候、町民の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

また、日頃より、石木ダム建設事業にご協力いただき、厚く御礼申し上げます。

石木ダムは、過去、幾度となく洪水被害に見舞われている川棚川流域を①大雨によ

る水害から守り、慢性的な水源不足に悩まされている②佐世保市に安定した水道用水

を供給し、③川棚町の水道用水や農業用水、河川環境を維持するためには、必要不可

欠な事業であり、県は、昭和５０年度の事業着手以降、地権者の皆様へ協力をお願い

してきました。

地震、大雨、台風などによる自然災害に備え、地域にお住まいの皆様の命と財産を

守るために災害に強い社会基盤の整備を進めることは行政の重要な責務であり、今後

とも、ダムの早期完成に向け、職員一同はもとより、関係機関の皆様方とも一体とな

って、全力で取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。

道路工事について（お知らせ）

３月上旬までに契約を締結し、請負業者等が決定しました。

施工に際しては、災害防止、交通事故防止、公害防止等に努め、安全対策に十分
配慮してまいりますので、ご理解いただきますようよろしくお願い申し上げます。

※工事への問合せは、石木ダム建設事務所
建設課へお願いします。℡ 0956-82-51090
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着 任 の 挨 拶

石木ダムに対するご質問、ご意見等がありましたら下記連絡先にお寄せください。

石木ダム建設事務所 電話 0956-82-5109

長崎県土木部河川課 電話 095-823-3280

本年４月の人事異動で、石木

ダム建設事務所長として着任

いたしました有吉と申します。

どうぞよろしくお願いいたし

ます。

この度、県政の重要施策であ

る石木ダム事業に、建設事務所

長として携わることになり、そ

の任務の重さと責任の大きさ

に身の引き締まる思いです。

私は、県庁に入庁後、そのほ

とんどを大島大橋や女神大橋、

島原道路などの道路行政に携

わってきており、ダム事業は今

回が初めてですが、実際にダム

予定地に立ち、また、これまで

所長

有吉 正敏

次長 浅岡 哲彦

建設課長 牟田 克敏

の経過が記された書類を見た

とき、改めて年月の長さを感じ

るとともに、多くの関係者の皆

様の思いを強く感じました。

石木ダムは、川棚川を洪水か

ら守り佐世保市に安定した水

道用水を供給するためには是

非とも必要なダムであり、事業

促進に向け、佐世保市及び川棚

町と連携しながら努力してい

きたいと考えております。

しかしながら、地権者をはじ

めとする多くの関係者の皆様

に心労を与えながら今日に至

っていることも分かりました。

長い間、皆様にはご迷惑をお掛

けしていることを、心よりお詫

び申し上げます。

本年度は、付替道路工事に本

格的に着手する計画でありま

すので、引き続き、地元の皆様

の安全対策に十分に配慮し、慎

重に工事を進め、事業の促進に

努力してまいります。

石木ダム建設事業について

は、これまで多くの地権者の皆

様にご協力いただき、概ね８割

の方々が、苦渋の決断をされ、

ご協力していただいているこ

とに感謝申し上げます。

同意をいただいていない地

権者の皆様とは、円満に解決で

きることが最善であると考え

ており、今後とも最大限の努力

を傾注してまいりますので、皆

様方のお力添えをいただきま

すようよろしくお願い申し上

げます。

この度、石木ダム建設事務所

次長として赴任しました浅岡

と申します。

私は、これまで土木技術者と

して、河川・砂防・ダム事業に

携わってまいりました。これら

の事業は、洪水や土砂災害とい

った自然災害による被害を防

止・軽減するためのものであり

ますが、近年は、気象状況の変

動により毎年のように大規模

な災害が発生し、全国的に、安

全・安心への備えへの重要性が

高まっています。

このような中、石木ダムに関

しては、県政の重要課題の一つ

として、諸先輩・同僚の仕事

ぶりを見てきましたが、今回、

私が直接携わることとなり身

の引き締まる思いです。

ダム事業は、そこに住む方々

の生活を犠牲にして成り立ち

ます。石木ダムにおいては、地

権者の約８割の方々が苦渋の

決断をされ、事業に協力をいた

だいています。

その方々の思いと、川棚町

民、佐世保市民の皆様の安全・

安心のため、事業推進に微力な

がら努めてまいります。どうぞ

よろしくお願いいたします。

た牟田です。よろしくお願いい

たします。前任の県北振興局で

は、河川の計画や改修、維持管

理等に携わっていました。

石木ダム建設事業に関しま

しては、これまで地元の方々に

大変なご心労とご迷惑をお掛

けしていることを痛感してい

ますが、川棚川の治水対策、あ

るいは佐世保市の水道用水の

確保等は、町民や佐世保市民の

皆様にとって必要であると思

っております。

石木ダムの建設には多くの

課題がありますが、地元の皆様

のご指導を賜り、微力ですが業

務に邁進していきたいと思い

ますので、よろしくお願いいた

します。

この度の異動により県北振

興局から赴任してまいりまし


